
・オルソ画像から棚田の田面
区画を抽出GISデータの作成

地域内外住民の評価構造

代表的な文化的景観である棚田景観を対象に，棚田景観の空間的な特徴

と人の評価との関係性，それらの地域住民，地域外住民との間の違いを
明らかにし，今後の保全・活用のあり方について検討する。

住民の認知・評価にもとづく棚田景観の保全・形成住民の認知・評価にもとづく棚田景観の保全・形成

① 棚田景観をどのように認識しているのか？（棚田景観の認知構造）

→ 複数の棚田景観画像を用いた写真分類実験 （被験者：成人男女 計３０名）

棚田景観などに代表される農村地域の文化的景観は…

棚田景観の認知構造

図２ 類似度をもとにした棚田景観の布置 
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→ 写真分類実験により得られた景観画像間の類似度を多次元尺度法により分析，
求められた座標をもとにクラスタ分析を実施，３つの棚田景観分類を得た

◆ 粗放的・荒廃棚田

耕作放棄田や草等の繁茂した畦畔・法面など荒れた印象を受ける要素を含む分類

◆ 現代的・人工的棚田

直線的な区画や舗装された農道など現代的，人工的な印象を受ける要素を含む分類

◆ 伝統的・歴史的棚田

非整形な区画や曲線を有する区画など伝統や歴史的な印象を受ける要素を含む分類

・荒廃した印象を与える放棄地の多い
棚田景観分類は，地域住民，地域外
住民ともに‘好ましさ’や‘安らぎ
を感じる’などの点で，他の景観よ
りも評価低い。

→ 写真分類実験で得られた３つの棚田景観分類を用いて，地域住民，
地域外住民を対象に，評定尺度法による評価実験を実施

【地域内外住民間で差の見られた評価】

現代：「伝統－現代」，「自然－人工」
伝統：「自然－人工」
荒廃：「伝統－現代」，「複雑－単調」

・「伝統的（伝統－現代）」，「自然
的（自然－人工）」の評価の幅は，
地域外住民より地域住民の方が広く，
特に圃場整備等のなされた現代的な
棚田の評価は大きく異なる。

② 棚田景観のどんな特徴をどのように評価しているのか？ （棚田景観の空間的な特徴と景観がもたらす評価の関係性）

→ 評価グリッド法による景観評価実験
（被験者：対象地域に住み日常的に棚田景観を目に している地域住民１５名，日常的に棚田を目にすることはない

地域外に居住する住民１５名の計３０名）

③ 地域住民と地域外住民の評価はどのように異なるのか？ （地域内外住民間の評価の相違）

→ 形容詞対を用いた評定尺度法による属性間比較
（供試写真：写真分類実験で得られた３つの棚田景観分類からそれぞれ２枚，計６枚の景観画像を使用

被験者：地域住民（十日町市在住）２５名，地域外住民２５名の計５０名）

供試写真：

十日町市内２７地点で撮影された３２枚
の撮影時期，整備状況，耕作放棄田率等
の異なる棚田を有する景観画像を使用

棚田景観の空間的な特徴と評価の関係性
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抽象的 （景観がもたらす印象） （景観の空間的な特徴） 具体的
【印象－空間的な特徴】

①「開放感 ー 眺望（地形的特徴）」

②「自然性 ー 緑量（森林）」

③「その他の印象 ー 棚田の特徴
（棚田の田面形状，管理状況）」

→ 地域住民及び地域外住民を対象に，評価グリッド法を用いた景観評価実験を実施
棚田景観がもたらす印象と棚田の有する空間的な特徴の関係性を示すネットワーク図を得た

【地域内外住民の評価】

共通 ：「管理されている，荒れていない」
地域 ：「営み・生活感を感じる」

「昔ながらの，原風景を感じる」
地域外：「面白みがある」

「整っている」

：10名以上 ：5名以上

項目 項目相互の関係
：2～4名：5～9名

※ （ ）内の数字： (地域住民／地域外住民)

：地域住民の回答が多い

：地域外住民の回答が多い
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【地域住民】  －：伝統 －：現代 －：荒廃 

【地域外住民】 …：伝統 …：現代 …：荒廃 

景観法
◆ 外からの再評価
歴史・文化的な価値に
加えて，景観保全，保健
休養等の面からも評価

◆ 既存の維持管理の限界

地形条件や営農条件等が
不利→維持管理が困難

特色のある土地利用の形態

や区画，景観構成要素など
から特徴付けられる

◆ 営みのもと成立
地域住民の農業を中心と
した営み，生活のもとに
成立，維持されてきた

文化的景観文化的景観
（棚田景観）（棚田景観）

営農・生活
（維持管理）

多面的
機能

地域外住民

（都市住民・来訪者）

地域住民

（農村住民・農家）

空間的な特徴認知・評価 認知・評価

文化的景観文化的景観

何を保全し、何を活かして何を保全し、何を活かして
いけばいいのか？いけばいいのか？

棚田棚田

景観法景観法

農村景観農村景観 研究目的

研究の方法

研究対象地域：新潟県十日町市
調査方法：

棚田景観の空間的な特徴と評価の関係性，
地域住民・地域外住民の認知・評価構造
の解明を目的に，写真を用いた景観評価
実験を実施

・ 数多くの棚田が立地する

全国有数 の棚田地域

・ 「農林水産業に関連する文化的

景観の保護に関する調査研究報告」

において，地域内の棚田が

「重要地域」に選定

・開放性や自然性に関連する印象は，棚田の形状や
管理状態などの棚田そのもの特徴とは結びつきが
みられず，地形的な特徴や森林を中心とした緑の
量と関係している

・管理，荒廃の状態に関わる印象は，地域内外の
住民が共通して回答しており，重要な評価項目
であることが分かる。しかし，評価に関わる具
体的な景観の特徴として，耕作放棄地の有無（
多少）を挙げているのは地域住民に偏っている。

・曲線を有する区画の特徴について，地域住民は，
「昔ながらの，原風景を感じる」など，歴史性
の象徴として捉えているのに対して，地域外住
民は，「面白みがある」など形態的な面白さと
して評価している。

① 棚田景観をどのように認識しているのか？

「管理程度の高低」，「現代的ｰ伝統的」といった利用・管理などの人為的な関与の程度と
その質によって認識していると考えられた。

② 棚田景観のどんな特徴をどのように評価しているのか？

眺望などの地形的な特徴から開放感に関わる印象を，森林などの緑の量を自然性に関わる
印象を評価している。耕作放棄地の有無や曲線を有する区画などの棚田自体の特徴は，
地域内外の住民で異なった評価がなされていることが明らかになった。

③ 地域住民と地域外住民の評価はどのように異なるのか？

「伝統的（伝統－現代）」，「自然的（自然－人工）」といった評価の幅は， 地域外
住民より地域住民の方が広く，地域外住民の景観評価においては，歴史性や伝統・文化，
地域の営み・生活感といった点からの評価はなされにくいことが明らかになった。
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